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Synopsis 

Amphibians and reptiles were observed for twenty years on the Nara Campus of Kinki University， located in the Yata 

Hills in an area with a coppice. The following nine species of amphibian wer巴 recorded:尺Y刀obiusnebulosus *， Cynops 

pyrrhogaste〆，Bufo japonicus*，正(ylajaponica， Rana jψO仰nzcωa'喝¥6

a加ndRha釘C印Oゆl戸りhorusschlμeg，伊'elμ必低iμ伝i.The following eleven sp巴cie凶soぱfr閃巴pμtile巴wer巴 recorded: Chine押my.邦'sreeωv沼四Eωs/μi，Mau仰re押mysjaゆl戸μう知0仰nzκca♂

Trache押mysscrψta elegans， Gekko ja.ρonzcu♂， Plestiodon japonicus， Takydromus tachydromoides， Elaphe climacoρhora* ， 

Elaρhe quadrivirgata， Rhabdo.戸histigrinus*， Dinodon orientale* and Gloydius blomhoffii*. 

キ Redlist species 

Key words: Amphibians， Reptiles， Red data species， Paddy field， Pond， Coppice. 

1.はじめに

近畿大学奈良キャンパスは奈良市郊外の矢田E

陵にあり，キャンパス内には里山林，湿地，ため

池，沢，草地，庭園，グラウンド，校舎など比較

的多様な環境から構成されている1).2)。こうした

環境から，里山林にはオオムラサキ，オオタカな

ど，湿地にはカスミサンショウウオ，カヤネズミ

など，ため池にはベニイトトンボ，イシガメ，メ

ダカなどの絶滅危倶種 3)が生息しており，かな

り生物多様性に富んで、いるが，ウシガエル， ミシ

シッピアカミミガメといった外来種も生息してい

るO

チョウ類はこれまで 66種記録され 4) 野鳥は

99種 5)記録されている。しかし両生周虫類で

はカスミサンショウウオ 2)および6手重のカエル

類と 3種のカメ類についての記述的報告のみであ

る 3)，6)。

両生類や腿虫類は，生態系においては二次・三

次消費者に位置しており，その個体数は，生態系

にかなり大きな影響を与えていると考えられる。

このような観点から，近畿大学奈良キャンパスに

おける生態系の解明の一環として，筆者らはこれ

までの調査で確認された近畿大学奈良キャンパス
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に生息する両生鵬虫類とそれらの生息密度につい

て報告する。

2. 調査方法

調査は近畿大学農学部の奈良キャンパスへの移

転直後の 1989年から 2008年まで，随時行ってき

た。特に，2006 年~ 2008年の 3年間は，原則と

して月 2回，キャンパス内のー定コースで各 90

分間の個体数調査を行った。調査は，ラインセン

サス法で，天候に関係なく行った。近畿大学奈良

キャンパスの調整池の周辺と棚田ピオトープ，湿

地ピオトープを歩いて (図1)，両生類と周虫類

の姿，鳴き声(カエル類)を種ごとに記録しこ

れらの個体数を重複を避けて合計したものを調査

日別個体数とした。なお，定量調査では調査ルー

トや調査年を限定していたが，調査ルート以外や

調査年以外の記録のある両生類，周虫類について

も記載した。

各種類ごとの解説では，観察個体の発育段階を

(r)卵， (s)幼生，(a)成体で，調査地を p:調

整池， W:湿地， T 棚田，E:その他の記号

を用いて表した。記録の少ない種に関しては，

データは，月 年 (日)， [場所， (幼・成)， (個

体数)]の順に記載した。

また，記録の多い種では，データを表にまとめ

た。観察個体数は発育段階により表記を変えてい

る。卵 (卵塊数)は明朝体の斜体で，幼生は明朝

体で，成体はゴシ ック体の太字で表した。個体数

の+はそれ以上の個体が認められたことを示す。

調査地の記号は同様に P.W， T， Eで表記した。

「写真データ」は，これまでに写真として撮影，

記録されているものである。

3. 調査結果

調査の結果，両生類は以下の 9種，腿虫類は

以下の 11種が記録された。両生胞虫類の出現時

期，出現場所，生態などはキャンパス内で確認さ

れたデータを記載した。図版に示した写真は筆者

らが当キャンパスで撮影したものである。記録者

は次のように ( )内の略号で示した。福原宜美

図1. 近畿大学奈良キャンパスと両生類・聴虫類の定期調査地点
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(YF)・内藤勇輝 (YN)・今井忍 (S1)・桜谷保之

(YS)・石垣智隆 (T1)。種の配列や学名は「日本

動物大百科第5巻両生類・Jfle虫類・軟骨魚

類勺および「第 18回環境アセスメント動物調

査手法 8)Jによった。

近畿大学奈良キャンパスにおける両生類および

胸虫類の各レッドリストの選定状況は表 1および

表 2のとおりである。

表1.近畿大学奈良キャンパスにおける両生類の各
レッドリストの選定状況

種名

カスミサンショウウオ
ニホンイモリ
ニホンヒキガエル
ニホンアマガエル
ニホンアカガエル
トノサマガエル
ツチガエル
ウシガエル
シュレーゲルアオガエル

選定状況
環境省 奈良県

絶滅危慎E類 絶滅寸前種
準絶滅危慎

絶滅危慎種

絶滅危慎種

選定状況の記載は「大切にしたい奈良県の野生動植

物一奈良県版レッドデータブックー脊椎動物編 9)Jお

よび「絶滅危慎種情報(生物多様性情報システム)10) J 

によった。

表 2.近畿大学奈良キャンパスにおける腿虫類の各
レッドリストの選定状況

選定状況
種名

環境省 奈良県
クサガメ
ニホンイシガメ 情報不足 絶滅危慎種
ミシシッピアカミミガメ
ニホンヤモリ 注目種
ニホントカゲ
ニホンカナヘビ
アオダイショウ 希少種

シマヘビ
ヤマカガシ 希少種
シロマダラ 情報不足種
ニホンマムシ 希少種

選定状況の記載は「大切にしたい奈良県の野生動植

物一奈良県版レッドデータブックー脊椎動物編 9)Jお

よび「絶滅危倶種情報(生物多様性情報システム)10) J 

によった。

サンショウウオ科 Hynobiidae 

1. カスミサンショウウオ

Hynobius nebulosus (図版 1-1) (表3)

表3. カスミサンショウウオのデータ

年 写真データ W T P E 

3月 1989 -2005 O 
2006 
2007 O l 

2008 
4月 1989 -2005 O 

2006 
2007 l 

2008 O 
5月 1989 -2005 O 

2006 
2007 
2008 

6月 1989 -2005 O 
2006 
2007 
2008 

7月 1989 -2005 O 
2006 
2007 
2008 

8月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

9月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 O 

10月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

11月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

12月:2007 (10). [林内. (a). (1)】

キャンパス内に生息する絶滅す前種であるが，

当地での個体数は比較的多い。構内では裏山の

山林下の止水域に生息している11)0 3月頃，林内

や棚田の水たまりに産まれた卵が見られる。 1997

年 3月 8日に朽木内で越冬中の幼体が発見され

ている 12)。水源の確保などの保全対策により，

キャンパス内の個体数は安定しているようであ

る。

イモリ科 Salamandridae 

2. ニホンイモリ(アカハライモリ)

Cynops pyrrhogaster 

5月:2002 (2). [W. (a). (1)】

カスミサンショウウオと生息域が重なってお

り. 2006年を境にカスミサンショウウオが多く
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見られるようになった。なお. 2008年には卵が

確認されている(贋瀬私信)。

ヒキガエル科 Bufonidae 

3. ニホンヒキガエル Bufo japonicus 

(図版 1-2)

6月:2008 (11). [P. (a). (1)]. [T. (a). (1)] 

8月:1999 (3). [グラウンド. (a) . (1) ] 

キャンパス内ではあまり見ることができない。

越夏と思われる成体が確認されている。

アマガエル科 Hylidae 

4. ニホンアマガエル Hy/a japonica 

(図版 1-3) (表4)

表4. ニホンアマガエルのデータ

年 写真データ W T 

3月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 

4月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 2 

5月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 

6月 1989 -2005 O 
2006 

2007 1，2 

2008 O 10 

7月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 2 

8月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 

9月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 

10月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 

11月 1989 -2005 

2006 

2007 

2008 

P E 

2 

キャンパス内では. 4月-7月に棚田を中心と

して多く見られ，特に 6月の記録が多い。しか

し生息範囲としてはキャンパスの水域全体に及

んでいると考えられる。産卵場所としては棚田が

よく利用されており，田んぼやため池などでオタ

マジャクシが確認されている。

アカガエル科 Ranidae 

5. ニホンアカガエル Rana japonica 

(図版 1-4) (表5)

表5. ニホンアカガエルのデータ

年 写真データ W T 

3月 1989 -2005 
2006 

2007 l 

2008 

4月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 

5月 1989 -2005 O 
2006 O 
2007 

2008 4 

6月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 O 3120+ 

7月 1989 -2005 

2006 
2007 

2008 2 

8月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 

9月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 3 

10月 1989 -2005 
2006 
2007 

2008 
11月 1989 -2005 

2006 

2007 

2008 

P E 

3月-10月に当地で多く見られる。卵や幼生

の確認例があることから，当地で繁殖していると

考えられる。また，成体は湿地と棚田において特

に多く確認されており. 6月の記録が多い。キャ

ンパス内で確認される両生類の中では，最も春先

に活動を始める種である。
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6. トノサマガエル Rana nigromaculata 

(図版 1-5) (表6)

表6. トノサマガエルのデータ

年 写真データ W T p 

3月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 
4月 1989 -2005 

2006 1 

2007 

2008 O 2 

5月 1989 -2005 O 
2006 

2007 20+ 3 

2008 10 2 

6月 1989 -2005 
2006 O 2 

2007 O 3 2 10 

2008 O 20+ 20+，2 9 

7月 1989 -2005 O 
2006 

2007 7 2 2 

2008 O 12 19 8 

8月 1989 -2005 O 
2006 

2007 O 10 9 

2008 10 24 5 

9月 1989 -2005 
2006 2 

2007 6 24 20+ 

2008 O 3 12 

10月 1989 -2005 

2006 
2007 3120+ 

2008 
11月 1989 -2005 

2006 

2007 

2008 

E 

2 

1 
1 

7 

1 

4月-11月に棚田を中心に多く見られる。 5月

に繁殖のピークを迎え. 8月-9月に子ガエルが

上陸していると考えられる。繁殖場所には湿地，

棚田がよく利用されている。調整池，湿地，棚田

ともに，わずかに季節のずれがあるものの，初夏

に個体数が増え，一度減ってから秋口に再び増加

する傾向がある。

7. ツチガエル Rana rugosa 
9月:2008 (20) [T. (a). (1) 1 

これまでに，上記の 1個体のみが棚田で記録さ

れている。

8. ウシガエル(ショクヨウガエル)

Rana catesbe畑na(図版2-6)(表7)

表7. ウシガエルのデータ

年 写真データ W T P 

3月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 

4月 1989 -2005 
2006 

2007 

2008 O 2 

5月 1989 -2005 
2006 

2007 O 20+ 

2008 O 20+，1 

6月 1989 -2005 
2006 O 
2007 O 3120+ 

2008 

7月 1989 -2005 
2006 

2007 20+ 

2008 

8月 1989 -2005 

2006 
2007 20+ 

2008 

9月 1989 -2005 

2006 
2007 1120+ 20+ 

2008 

10月 1989 -2005 

2006 

2007 2120+ 

2008 O 
11月 1989 -2005 

2006 
2007 20+ 

2008 

E 

2 

4 

12月 :2∞7(14) 【P. (a) . (3) 1. lT. (a) . (3) 1・
2007 (21) [P. (a). (3) 1 
外来種で，成体は大変大きい。記録個体数は多

く. 4月-12月に多く見ることができる。 6月 ~

9月にかけては繁殖期にあたっており，活動が活

発になっているものと思われる。また，幼生で越

冬後，変態した個体が上陸し，記録個体数がかな

り増える。

アオガエル科 Rhacophoridae 

9. シュレーゲルアオガエル

Rhacophorus schlegelii (図版2-7) (表8)
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表8. シュレーゲルアオガエルのデータ

年 写真データ W T P E 

3月 1989 -2005 
2006 2 

2007 

2008 
4月 1989 -2005 

2006 
2007 

2008 O 3 9 l 

5月 1989 -2005 O 
2006 
2007 
2008 O 2 311，1 

6月 1989 -2005 
2006 O 
2007 1 

2008 
7月 1989 -2005 

2006 
2007 
2008 

8月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

9月 1989 -2005 
2006 
2007 

2008 2 

10月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

11月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

成体は 4月頃に見られ，産卵もこの時期に行わ

れる。側溝などの地表に白い泡状の卵塊を産み付

ける。成体は 9月頃まで見られ，樹上に多い。個

体数はアマガエルより多い。

イシガメ科 Geoemydidae 

10.クサガメ Chinemys reevesii 

4月:2008 (12) [p， (a)， (1) 1 
キャンパス内では今までに，上記の 1個体のみ

が調整池で確認されているが，他所での記録もあ

る6)。

11.ニホンイシガメ Mauremys japonica 

(図版2-8) (表9)

表9. ニホンイシガメのデータ

年 写真データ W T P E 

3月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

4月 1989 -2005 
2006 
2007 1 

2008 
5月 1989 -2005 

2006 
2007 
2008 O l 

6月 1989 -2005 O 2 

2006 
2007 
2008 

7月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

8月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

9月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

10月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

11月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

春~初夏の目撃例が多く，草地などを歩行中の

個体の記録が多い。調整池で甲羅干しをしている

個体もよく見かけられた。しかし秋には見られ

なくなった。キャンパス内で繁殖しており，子ガ

メの記録もある。

ヌマガメ科 Emydidae 

12. ミシシッピアカミミガメ

Trachemys SCfl初旬 elegans(図版2-9)(表10)
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表 10 ミシシッピアカミミガメのデータ

年 |写真データ Iw I T I p I E 

3月直盟二20051

2006 

2007 

2008 

4月四盟二2005

2006 

2007 

2008 

5月 U盟主二2005

2006 

2007 

2008 

6月国盟二2005

2006 

2007 

2008 

7月四盟二2005
2006 

2007 

2008 

8月直盟二2005

2006 

2007 

2008 

9月直型二2005

2006 

2007 

2008 

10月国型三2005

2006 

2007 

2008 

11月国型二2005

2006 

2007 

2008 

11 

O 7 

O 3 

外来種で，調整池で繁殖しており，定着してい

る。子ガメも確認されている。春には，調整池堤

防で日光浴をしている個体を見ることができる。

ヤモリ科 Gekkonidae 

13. ニホンヤモリ Gekko japonicus 

(図版2-10)

10月:2008 (1) [共同研究棟， (a)， (1)) 

本種は外灯などに集まり昆虫類を捕食する。校

舎でのみ記録されている。

トカゲ科 Plestiodon 

14.ニホントカゲ Plestiodon japonicus 

(図版3-11)

4月:2008 (4) [p， (a)， (1)) 

7月:2008 (31) [W， (a)， (1)) 

当キャンパスではあまり見られず，個体数はニ

ホンカナヘピよりもかなり少ない。

カナヘビ科 Lacertidae 

15. ニホンカナヘビ

Takydromus tachydromoides (図版 3-12)

(表 11)

表 11.ニホンカナヘピのデータ

年 写真データ W T P E 

3月 1989 ~ 2005 

2006 

2007 

2008 

4月 1989 ~ 2005 

2006 2 

2007 O 1 

2008 

5月 1989 ~ 2005 O 
2006 

2007 

2008 3 3 
6月 1989 ~ 2005 

2006 

2007 

2008 O 5 4 4 

7月 1989 ~ 2005 

2006 O 
2007 1 2 

2008 O 4 6 2 

8月 1989 ~ 2005 

2006 

2007 

2008 4 6 

9月 1989 ~ 2005 

2006 2 

2007 l 

2008 4 3 
10月 1989 ~ 2005 

2006 

2007 

2008 O 3 27 

11月 1989 ~ 2005 

2006 

2007 l 

2008 

3 月 ~11 月まで見られ，夏季の記録が多い。

キャンパス内には数多く生息しており，水域を除

いて広く確認されている。特に草刈りの後には頻

繁に記録される。

ナミヘビ科 Colubridae 

16. アオダイショウ

Elaphe climacophora (図版 3-13)

6月:2000 (1)， [p， (a)， (1)) 

個体数はかなり少ないと思われ，調整池付近で

記録されているのみである。
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17. シマヘピ Elaphe quadrivirgata 

6月:2007 (28) [p， (a)， (1) 1・2008(ll) [p， 

(a)， (1) 1 
8月 2008(26) [p， (a)， (1) 1 

これまでに 3例の記録があるだけで個体数は少

ない。聞けたところを好むため調整池でよく確認

される。黒色個体(カラスヘピ)もキャンパス内

で確認されている。

18.ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus 

(図版3-14) (表 12)

表 12. ヤマカガシのデータ

年 写真データ W T 

3月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

4月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

5月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

6月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

7月 1989 -2005 
2006 
2007 
2008 

8月 1989 -2005 
2006 
2007 

2008 O 
9月 1989 -2005 

2006 
2007 

2008 
10月 1989 -2005 

2006 
2007 
2008 O 

11月 1989 -2005 
2006 
2007 

2008 

P E 

キャンパスでは比較的よく見られるヘピであ

る。幼体の確認例もあることから，キャンパス内

で繁殖しているものと考えられる。水面を泳いで

いる個体を見かけることが多い。本種は毒蛇なの

で，キャンパス内では全域で注意が必要である。

19.シ口マダラ Dinodon orientalis 

(図版3-15)

II月:2001 (6)， [校舎付近， (a)， (1) 1 
当地ではまれであり，校舎付近で l個体のみ記

録された。

クサリヘビ科 Viperidae 

20.ニホンマムシ Gloydius blomho前i

(図版3-16) (表 13)

表 13. ニホンマムシのデータ

年 写真データ W T 

3月 1989 -2005 
2006 
2007 

2008 
4月 1989 -2005 

2006 
2007 

2008 
5月 1989 -2005 O 

2006 
2007 

2008 
6月 1989 -2005 

2006 
2007 

2008 
7月 1989 -2005 

2006 
2007 

2008 
8月 1989 -2005 

2006 
2007 

2008 
9月 1989 -2005 

2006 
2007 

2008 
10月 1989 -2005 

2006 
2007 
2008 O 1 

11月 1989 -2005 
2006 
2007 

2008 

P E 

春~秋に見られる。越冬場所は不明。キャンパ

ス内では林内からひらけた場所まで広範囲に生息

している。本種は毒蛇なので，キャンパス内では

全域で注意が必要である。
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4.考察

両生類や胞虫類は鳥類など他の動物と違い，移

動能力が極端に低いものが多い。そのため，人為

的な開発に対しての抵抗力が弱く，日本国内でも

急速な個体数の減少が危倶されているグループで

ある。しかし，当地では今までに，両生類が9種

類と腿虫類が 11種類の計20種類が確認されてお

り，このうち，両生類・鵬虫類合わせて，奈良県

のレッドリストに記載されているものは 9種にも

のぼる。内訳は絶滅寸前種に選定されている種が

1種，絶滅危倶種が3種，希少種が3種，注目種

がl種，情報不足種が 1種である。

キャンパス内の環境ごとに確認できた主な両生

類・腿虫類は，以下のようになる O

湿地:ニホンアカガエル， トノサマガエル，

シュレーゲルアオガエル，ニホンカナヘピ

棚田-ニホンアカガエル， トノサマガエル，ウ

シガエル，ニホンカナヘピ，ヤマカガシ，ニホン

マムシ

調整池とその周辺:トノサマガエル，ウシガエ

ル， ミシシッピアカミミガメ，ニホンカナヘピ，

シマヘピ，ヤマカガシ，ニホンマムシ

里山林内:カスミサンショウウオ，ニホンカナ

ヘピ，ニホンマムシ

沢:ニホンイモリ(アカハライモリ)

草地:ニホンカナヘピ アオダイショウ，シマ

ヘピ

グラウンド ニホンヒキガエル

校舎:ニホンヤモリ

このように近畿大学奈良キャンパスは比較的多

様な環境から構成されており，各環境に適応し

た多様な両生・Jf¥e虫類が生息していることがわ

かった。ただし，近畿大学農学部は 1989年に奈

良キャンパスに移転しており，造成前の当地にお

ける各生物の分布は現在と違っていたと考えられ

る。 2006年に行われた棚田開墾後は， どの調査

地でも比較的トノサマガエルが多く見られた。他

にもウシガエルやニホンカナヘピなどのごく一般

的に見られる種が多く確認された。一方，ニホン

アカガエルは奈良県のレッドリストでは絶滅危倶

種であるにもかかわらず 当地では，特に棚田や

湿地での確認個体数がかなり多い。奈良県のニホ

ンアカガエルを保全するにあたり，当地の生息及

び繁殖環境を維持していくことは非常に重要と考

えられる。

また，カエル類よりも食物連鎖の中で高位に位

置しているニホンマムシやヤマカガシ，シマヘピ

などについては確認数が相対的に少なかった。す

なわち，当地における両生類・腿虫類間の生態ピ

ラミッドは比較的正常なバランスであるといえ

る。さらに，両生・鵬虫類は，当地に生息してい

る猛禽類 5)，13)や肉食晴乳類に捕食されていると

予想される。このように，両生類や腿虫類は当地

の生態系において二次・三次消費者として大きな

働きを持っていると考えられる。

これだけ貴重で多様な両生類・府虫類が生息し

ている当地は，両生類・J1Ie虫類の生息地として大

変重要であり，また，種によっては卵や幼生の確

認例もあることから，繁殖地としても重要な機能

を果たしていると考えられる。

当地には，周囲の里山林を水源とする湿地や水

田，池などが数多く存在している 2)。これらの水

環境と森林が複雑に重なり合うことで，多様な生

息環境を提供していると考えられる。そのため，

当地においては山地性の種から水域性の種まで多

様な種の生息が可能となっている。両生類や腿虫

類の移動能力が低いことから考えても，現在の生

息地を保全していくことは非常に重要であり，当

地の環境を改変するに当たっては細心の注意を要

すると考える。また， レッドリストに記載される

ような希少な種を保全するために，継続的な生態

調査とモザイク状に繁殖可能な環境を創造，管理

していくことが必要で、あろう。

このような希少種の保全対策と同時に，今後は

ウシガエルやミシシッビアカミミガメをはじめと

する外来種対策が不可欠である。特に，特定外来

種に指定されているウシガエルの動向に注意が必

要である。本種は，近年，調整池周辺では個体数

増加が著しく，水中生態系と陸上生態系の両方で

在来種への影響が懸念される。これ以上の生息地

拡大や生息数増加による生態系への影響を抑える

ためにも，迅速で徹底した対策が不可欠である。
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近畿大学奈良キャンパスにおける両生類 ・l陀虫類の生息状況

1.カスミサンショウウオ a卵 (YS) b上陸直後の成体 (YN)

5.トノサマガエル

a成体 (YN)

b 成体 (YF)

図版1. 近畿大学奈良キャンパスで見られる両生類

C 越冬している成体 (YS)

2.ニホンヒキガエル

a越夏している

成体 (YS)

b.亜成体 (YN)

3.ニホンアマガエル

a成体 (YS)

b上陸直後の

成体 (YN)

4.ニホンアカガ工ル

a成体 (YF)

b成体、正面 (YS)
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9.ミシシ ッピアカミミガメ

成体 (YS)

図版2.近畿大学奈良キャンパスで見られる両生類 ・聴虫類

6.ウシガエJレ
a.ヒシの上で

静止する成体 (YS)

b.成体 (YN)

7.シュレーゲルアオガ工ル

a樹上にいる成体 (YS)

b卵 (YS)

C 包接する成体 (YS)

8.ニホンイシガメ
a成体、正面 (YS)

b成体、側面 (YS)

10.ニホンヤモリ

成体 (YS)



13アオダイショウ

成体 (YS)

15.シロマダラ

成体 (YS)

近畿大学奈良キャンパスにおける両生類-腿虫類の生息状況

11.ニホントカゲ
a.成体 (YS)

b.幼体 (不明)

12ニホンカナヘビ

a.幼体 (SI)
b 自切後尾が

生え始めた成体 (SI)
C 成体 (TI)

14ヤマカガシ a.幼体 (YN) b.成体 (YN)

16.ニホンマムシ
成体 (YS)

図版3 近畿大学奈良キャンパスで見られる腿虫類
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